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 要 旨   
食事由来の n-3 系不飽和脂肪酸（n-3PUFA）は脂質ラフト（細胞膜上の脂質マイクロド

メイン）依存性の情報伝達に影響を与えることが報告されているが、脂質ラフトに依存し

た酸化ストレスに対する影響については分かっていない。以前我々は、エタノールによる

膜再構築、すなわち、膜流動性の増加や脂質ラフトの物理的、生化学的変化が酸化ストレ

スの進展に関与していることを示した。本研究では、膜再構築における n-3PUFA の効果に

ついて、肝細胞を長鎖 n-3PUFA であるエイコサペンタエン酸（EPA）とエタノールで処置

することで検討した。 
EPA（200 μM）は膜再構築を介してエタノール（50 mM）による酸化ストレス（活性

酸素種産生、脂質過酸化、マロンジアルデハイド産生）を増加した。肝細胞への EPA の処

置はエタノールによる脂質ラフトの凝集を亢進させ、さらに、脂質ラフトの膜流動性を上

昇した。EPA は非ラフト部分の細胞膜に取り込まれ、その結果、ラフト部分のコレステロ

ールは増加した。EPA による脂質ラフトの凝集はホスホリパーゼ C のラフト部分への移動

を亢進させた。ホスホリパーゼ C は、酸化ストレスに関係する低分子量鉄分子の主要な出

所であるリソソームの蓄積を増強することで酸化ストレスの亢進に関係していることが示

された。 
結論として、食事由来の EPA のような n-3PUFA は脂質ラフトの物理的および化学的性

質を修飾することでエタノールによる酸化ストレスの亢進に関与していると考えられる。

過剰な n-3PUFA の摂取は、エタノールの肝細胞への毒性を増強すると考えられる。 

 




